
名古屋大曽根第一生命ビルディング放火火災の概要（最終報）

消 防 庁

平成１５年９月１９日

１ 発生日時等

救急要請：平成１５年９月１６日（火）１０時２０分

覚 知： 〃 １３時１０分

延焼防止： 〃 １４時２９分

鎮 圧： 〃 １４時２９分

鎮 火： 〃 １５時１４分

２ 出火場所

愛知県名古屋市東区東大曽根町本通７丁目７８９－１

名古屋大曽根第一生命ビルディング

構造：耐火 ８階建 地下０階 地上８階

用途：特定用途の複合（令別表第（十六）項イ）

建築面積 ７９０．０㎡ 延床面積 ６３６９．０㎡

建物所有者：第一生命保険相互会社名古屋総局 名古屋総局長 平井 茂

消防同意 Ｓ６１年 ４月 ８日

使用検査 Ｓ６２年 ３月２６日

立入検査 Ｈ１４年１０月 ８日

建物概要

１階 ５１６．２０㎡ コンビニ、事務所

２階 ６２６．５６㎡ 病院、事務所

３階 ６７５．３８㎡ 事務所

４階 ６７５．３８㎡ 事務所

５階 ６７５．３８㎡ 事務所

６階 ６７５．３８㎡ 事務所

７階 ６７５．３８㎡ 事務所

８階 ６７５．３８㎡ 事務所

PH階 ７４．７７㎡

３ 概要

１０：２０ 加害による救急要請により出動

１０：２３ 犯人が４階軽急便株式会社に人質８人を取って立てこもり

ガソリンを撒いたとの通報で警戒出動

１３：０５頃 犯人が人質７人解放

１３：１０ 撒かれたガソリンの可燃性蒸気に何らかの火源が引火し爆発



犯人１名死亡

人質１名死亡

警官 １３名死傷（うち１名死亡、５名重症）

通行人、解放された人質、建物関係者、マスコミ等 ２０名負傷

消防隊 ３名負傷

４ 焼損面積

４階部分３３４㎡

５ 死傷者

（１）死 者

３名（男性３名）

（２）負傷者

３５名

６ 消防機関の活動状況

（１）名古屋市消防局

救急 １５台、車両 ３０台、ヘリ １機 計 消防車両等 ４６台

消防職員数 １６４人、消防団員数 １４人 計 １７８人

警防本部設置 第２次運用 （解除：１６時３０分）

現場救護所設置 医師によるトリアージ実施

ドクターヘリ運用

（２）消防庁の対応

９月１６日（火）

１３時２５分 覚知、情報収集開始

１３時３０分 名古屋市消防局によるヘリテレ映像送信

官邸及び内閣府にヘリテレ映像送信

１４時００分 第一次応急体制（解除：１６時３０分）

１４時１５分 ヘリテレ映像送信終了


